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小学部・集団授業                                       新西町校 

 【中学受験コース】受験を通じて今後の学習に必要な態度と知識・技能を養う 

中学受験コース(新西町校) ：小学４年生，５年生，６年生 

「中学受験を目指しているお子様」だけでなく、「受験はしないけど、学校より難しい問題に挑戦したい」と思われ

ている生徒さん向けの集団クラスです。 

通常学校で行われる授業の速度よりも単元進行は早くなります。入試時期となる６年時の１月には、小学生の単元

が完了し演習問題をこなすことを進度目標とします。 

そして、目安としまして全国模試で鳥大附属中学校合格に不可欠な偏差値６０以上をクリアすることをめざしま

す。 

  また、習ったことの定着や家庭学習の習慣づけの一貫として、宿題の管理をしっかり行います。 

小学４年生は週１回２コマ、算数と国語、小学５・６年生は週２回４コマ、算数と国語を学習します。 

小学６年生は理科と社会をセットの週３回６コマの受講もできます。 

 

中学受験合格者の多くの子どもたちに共通しているのは，次のような特性です。 

 

１．親や先生の話にしっかりと耳を傾けることができる 

２．時間の許す限りねばり強く考え抜くことができる 

３．自分の興味・関心があることをとことん追究できる 

４．何のために中学受験をするのか自分なりの意見を言うことができる 

 

 

１．は「何が問われているのか」「何が要点なのか」を素早く，正確にとらえるために必要な態度です。 

２．はいろいろな視点から問題を見つめ，さまざまな解法を試みようとする力を目に見えない形で養っていると考

えられます。 

また３．や４．は，「何のために勉強するのか」といった自分の目標や「なぜそうなるのか知りたい」という知的好奇

心をすでに持っており，それらが受験勉強の原動力となることを意味しています。 

 

 

中学受験コースでは，保護者様にご家庭でのご協力をたまわりながら，お子様が学習する上での基本的な態度を

身につけていくことができるようサポートをしてまいります。「学習への構え」なくして，受験のための知識や技能を

いくら教え込んでも，それらを自分の学力や知性に組み込むことはできないと考えるからです。知識や技能の習得

に関しましても，次の点に留意して指導にあたります。 

 

 

１．「教え込まない」「教え過ぎない」 

もちろん，導入授業では，公式の意味や基本的な解法などは教え説明をします。また，最初は，どのような疑問にも

丁寧にお答えします。授業に慣れてもらうにしたがい，徐々に，まちがえた問題やわからない問題をすぐにその場で教

えるのではなく，もう一度自分の力で考え直してみる指導へと移行させていきます。なぜなら，「わからない」とすぐ

に言ってしまう子どもたちには，問題文を丹念に読んでいない，あるいは問題そのものを十分に吟味していないとい
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う傾向が見られるからです。お子様が考えつくしたうえで助言を求められるまで見守る指導によって，自力で問題を

解き切ったことから生まれる達成感や，知覚や吸収力の研ぎ澄まされた心的状態を創り出すことをめざします。こう

した知的体験の積み重ねこそ，お子様の能動的な学習につながるものだと考えています。 

 

 

２．思考過程を「書き出す」「書き残す」 

日ごろ教場で実感するのは，簡単な問題であれば，頭だけで考えてすぐさま答えを出すけれども，むずかしい問題

となると，ただ問題を眺めて「うーん」とうなっているばかりで手をこまねいているというパターンに陥っている子ど

もたちが多いということです。しかし，むずかしい問題を考えるときは，手を動かして考えることがとても大切です。

問題文の大事な部分に線を引いたり，図を描いて補助線を書き入れてみたり変形してみたりすることで，解くための

ヒントを発見できるからです。中学受験コースでは，①図表は自分が問題を解くときの「思考の道具」であるという意

識，②ヒントを得るための具体的な図表の作成法，③図形やグラフ，途中式は，解答に直接関係なくとも，書き出すと

いう習慣の定着を徹底します。 

 

 

３．考え抜いた題材からさらに新たな「知的興味」を引き起こす 

授業とは，単に概念を教えることや，正解を示すことだけではなく，この問題はどんな文脈で生じたもので，どんな

意味をもっているのかともっと掘り下げたり，他の問題とどのようにかかわるのかと外へ広げたりして，先生と生徒

がいっしょになって真剣に考えてみることではないでしょうか。 

問題それ自体ではなく，その周辺にあることや根っこにあることが，逆に問題の認識を深めたり，他の問題への興

味を広げたりすることがあります。中学受験コースでは，こうした生徒との対話から生まれる「気づき」を大事にした

授業を心がけてまいります。 

 

 

 

                                                                                 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


